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　緒　　言

　Pケット用アyテナは使用周波数，装備するPtケット

の形状等すべてが他の因子によって与えられ，しかもそ

の飛翔に大きな妨害を与えてはならず，高速度にょる空

気抵抗およびそれにょる温度上昇に耐えなければならな

い等の条件があるため，はなはだ限られた形式のものし

か採用の可能性がなくts　一，てしまう．その上飛翔中起り

うべきPtケヅトの姿勢如何に拘らず地上受信点方向に電

波が送り出されるように，十分広い指向性を有するもの

でなければならない．これ等の条件は従来のアソテナの

概念からすると非常に苛酷なもので，その研究には十分

な時聞と費用と労力を注入しなければ，使用に耐えうる

最低製のものさえも得られないことは論を挨たない．特

にカッ7R・一型Ptケヅトはエソジソ部の長さが極端に細長

く，テレメータ・Dovapに割当てられた周波数のアyテ

ナを設計するには多くの困難が予想されている・さらに

困ることはロケットのように不規則な形をしているもの

のごく近くに設けられたアyテナでは，計算によってそ

の諸特性をあらかじめ求めておくということがほとんど

不可能で，もっぱら実験に頼って行くよりほかに手段が

ないということである．

　以上のような多くの困難があるにも拘らずアyテナ

は，テレメータおよび追跡装置の最後の死命を制するも

のになるので，実験および推察を重ねて，ロケット設計

の最終段階にかかるまで改良に改良を行う予定である．

　ロケツトアンテナの種類

　カッ7R　．用に採用される可能性のある各種アyテナ形

式を列挙し，その利害得失を考察してみよう．

　1．Wireアンテナ　第1図のようにテレメータ部か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら尾翼に向って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　導体線を張りア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソテナにする方

　　　第1図　Wireアンテナ　　　法でその構造が

比較的簡単でしかも励振が容易である等の理由からカッ

2R・一用アソテナとして第1候補に上っているものであ

る，この方式はべピーT型で，すでに試験済みであるが，

カヅパーは超音速になるためこのアソテナに受ける空気

抵抗が非常に大きくなり，またそのため高温に（約900°

C）なることが予想されているので，その温度で機械的

強度を保っていられる適当な材料がみつかるかどうかが

最大の問題として残されている．しかし最初の実験に
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は，あまりもろくないタソグステソ線を使ってなんとか

この方式を採用する考えで，後に述べるようにアソテナ

指向性の実験や入力イソピーダyスの測定を重ねてい

る．

　2．Bodyアンテナ　これは第2図（a）のようにロ

ケットの機体を二

っに切ってアソテ

ナとして使用する

方法で，欠点は機

体中央部に絶縁部　　　　　　　　　｛h）

を設ける必要があ　　　第2図　Bodyアンテナ

り，このため細長いPケットの挫屈に対する強度の低下

が生ずる点である・この変形としては同図（b）のよう

にPケット尖端に約Y4波長の導体を突き出し，これを絶

縁してアソテナにする方法も考えられる・これらの形式

ではPtケヅト後方にエネルギーを送ることが不可能でV

ケット側面方向に大部分のエネルギーが発射されるか

ら，受信点をPtケット発射点から十分離して設置しなけ

ればならない・しかしこの方法はロケット飛翔に悪影響

をおよぼすことがなく，アソテナ餓電方法も比較的簡単

で，またWireアソテナのように切断の恐れがなく，万

一Wireアソテナに適する耕料が得られない場合，これ

に切換える方針で実験を進めている．

　3．Slotアンテナ　vケヅトの胴体に第3図のよう

なスPtットを切

り，これに韻電

する方法で，こ

のスロヅトの長
　　　　　　　　　　　第3図Slotアンテナさは約半波長の

〃order〃であるから，テレメーター用の周波数225Mcで

は66cmに達するが追跡用1680Mcでは9cm未満にな

る．

　このスロットアソテナは実際面，理論面ともに興昧あ

る多くの問題を含んでおり，カッ7〈・一一型Vケヅトでは

1680Mc用に採用する予定である・しかしPtケットに装

置した場合，bodyアyテナと同様に後方にエネルギー

を送ることが不可能で受信点設定に問題がある．もう一

つの問題はロケツト回転の際，受信レペルに大幅な変化

が生ずるかもしれない点で，225Mcでは問題ないはずで

あるが1680Mcの場合1個のスロットでは1回転に対し

1回，1対のスロットでは1回転に対し2回ずっ受信レ
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　ベルがスレショールドレベルを切るはずで，この場合ベ

　ビーTの実験例のように八木アソテナをやめてヘリカル

　アソテナで受信すればよい等という救済方法が存在しな

　いことは注意しなければならない．もし上記の死点を無

　くそうと思えば少なくとも2対のスロット（計4ケ）を

装備する必要があり，この位相関係を適当に保つ韻電方

法に難しい問題が残されている．これについては縮尺お

　よび原寸の模型を使って実験を行う予定で準備を進めて

　いる．

　4・Tailアンテナ　尾翼をその根元付近で絶縁して

　　　　　　　　　　　　　　　　　アソテナとして使

　　　　　　　　　　　　　　　　　用する方法で，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の場合尾翼の強度

　　　　　　　　　　　　　　　　　を著しく下げる点

　　　第4図T・ilアンテナ　が問題で，また絶
縁物がエソジyの高温に耐えない恐れが十分に存在し，

今回のカッパー用には採用不可能と考えられている．し

かし上記の点と饅電線を通す場所の解決がつけば各方向

ほぼ一様にエネルギーを送り出す理想的なアyテナが得

られる可能性がある．

　5・NotcL　アンテナ　尾翼全体を絶縁する代りに切

　　　　　　　　　　　　　　　　　込みを入れてこれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　をアソテナにする

　　　　　　　　　　　　　　　　　方法で前と同様尾

　　第5図N・t・hアンテナ　翼の醸低下とee
電線を通す場所が問題で採用しない積りである．この方

法の優れた点はうまくNotchに波を乗ぜればロケット

後方に大部分のエネルギーを送ることができしかも指向

性がブロードで受信点をロケヅト発射点の近くに設定し

て安定な受信を行う．ことができる点である．

　6・D・ubl・tアンテナ空気抵抗のほとんどない上

　　　　　　　　　　　　　　　　空に達した後，第6

　　　　　　　　　　　　　　　　図のようにダブレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ット型アソテナを

　　第6図　Doubletアンテナ　　機体から突出す方

法で，ロケツト後方

にもかなりのエネル

ギーを送り出し，指

向性もブ戸一ドにな

ると思われるので大

変にうまい方法であ

るが，万一突出し機

構部に故障が生じた

場合，ぜんぜん電波

が出ない点および飛

翔開始後しばらくの

聞データが全くとれ

ない点でこの方法も　　　　　　　　　　　　　　’第8
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現在考慮しないことにしている。

　以上問題は残されているが一憲考えられる各腫のアソ

テナ形式について記した．

　アンテナパターンプロッタ

　前節1に記述したWireアソテナの各周波数およびア

ソテナ法等の指向性に対する影響をしらべるため，アソ

テナパターソプロッタを製作した・Wireアソテナの模

型実験を行う際に電源等のiJ－F’を・ケ・ト模型から引

出すと，この引出し線がアソテナとして作用し，指向性

に大きな影響を与え，何を測定しているのか分らなくな

ってしまうことがベビーTの実験のときに明らかになっ

た・このため引出し線なしの模型を製作しなければなら

ない・しかしそれには模型の中に竃源その他一切を装備

しなければならず，模型の寸法が大きくなり形状寸法を

変化しての実験を行うことが容易でなくなってしまう．

これに対しWireアソテナの場合は，通常2っのアソテ

ナを逆位相に励振するので鏡像の関係を使ッて縦に2っ
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第8巻　第6tt

に割った模型を金属『Z面上に置ぎ，月面板の裏からアソ

テナに賭電すttux解決かつく・こうして製作したアyテ

ナペターンプP．ソ’“v．）大体の構造を第7図に，電気的見

取図を第8図に示｛一・クラ・iストロソ2K25の出力9000

Mcを導波管にとn出L，この導波管の他方でブP一ブ

結合にょ｝〕同軸線に変換，ターンテープルの上面にもち

きたL，テーブ］」中心にはロケット模型を置きこのアy

テナに照電している・同軸，P一ソテーブコL，ロケット

摸型は一体となつ時計用モーn一で回転，台に固定され

たヘリカILアンテナでPケットアンテナからの電波を受

信し二の出力を自動記録計に書かせている．ターソテー

プノレと固定台との接触に回転中変動があってはならな1，・

ので，チコークを用いて機械的接触をさけている．受信

用ヘリカルアンテナぽロケットに対しいかなる方向にも

固定できるようになっており，全方向の指向性をしらべ

ることができる，二れにより225Mcテレメータ用アy

テナの指向性をもった結果を第9図に示す．これは尾翼

側短絡のもので，大体後方に電波を送り出しておりこの

程度で満足しなければならないものと考えている．使用

した模型の写真を第1D図に示す，

／滑》　、ピー即

㌣一；1野i≧で一轡．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ct鉄

　　　　　》》法＼

　　　　〔a，水・F・ia一ン　　　（b）垂直パターン

　　　　　第　9図　ヵッパーG型225Mc用

第10図　Wireアンテナ模型実験

　ベビーアンテナの実験

　ロケットの機体を2っに割ってこれをアソテナとして

使用するbodyアンテナでは，鏡豫の関係がないので上

記のアソテナパターtv’プロッタを使うことができない．

このため実際の寸法の約十hの模型を作り，この中に電池，

高圧用パイブレーP，発振器等を組込んで実験を行って

いる，（第11，12，13図参照〕受信は数十波長離れたと
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第11図　Bodyアンテナ模型

号45「

第12図　模型用発振器

第13図受信アンテナ
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　　　　　　　　　　　　a
　　　　　第14図　Bodyアンテナ指向性

ころで鉱石検波器を中央につけたタブレットにょり行い

受信波形をブラウソ管上に描かせ，その高さを測定して

指向性をプロットしている，二うして測定しテニ〔79Mc）

用のアソテナ指向特性を第14図に示してある．二れか

ら，予期通りVケット後方には全く電波を発射しないが，

斜後方に大部分のエネノしギーを輻射していることがわか

り，ロケット発射点から適当な距離をおいて受信点を設

置すれば比較的安定な受信ができるものと思われる・

　以上ズ　Ptットアンテナを除いて現在行．、　’〔いるカヅペ

ー用アンテナおよびその実験につきその概略をご報告し

た．実験にあたっては多くの人々のご援助を得ている．

また直接ご指導頂いている高木教授に深く御礼申上げ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1956．4．23）
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